
許すな「過労死促進、格差容認、非雇用型就業の普及」 
8時間働けばふつうに暮らせる社会の実現を！ 

 

日時 ２月１０日(土) 13:30～16:30 

場所 全労連会館２階ホール 

内容 講演 東京過労死を考える家族の会 
         代表・中原のり子さん 

NHK 記者過労死遺族・佐戸恵美子さん 

「働き方改革」をめぐる情勢 

「一括法案」の内容と問題点 

各産業からの実態告発 

長時間労働・夜勤交替制、 

非正規雇用、請負・業務委託… 

行動提起 

 

労働法制中央連絡会  
連絡先℡03-5842-5611 全労連 

「働き方改革国会」の開会で、労働法制改悪とのたたかいが、 

いよいよ山場を迎えます。 

残業代ゼロで働かせ放題の裁量労働制・高度プロ制、過労死ライン 

の残業上限、同一労働差別賃金容認、生産性向上の名による非雇用型 

就業の普及など、働くものの命と暮らしに深刻な悪影響をおよぼす 

法制度づくりなど、許すわけにはいきません！ 

 

悪法を阻止し、「誰もが８時間働けば、ふつうに暮らせる」社会の実現に向け、国の姿勢を転換

させる大運動が必要です。そのための決起集会に、積極的なご参加をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


